
政策の柱 政策名 16　豊かな自然環境の保全

政策目標

主な事業等 （単位：千円）

施策 内容
【参考】
R5予算額
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「元気とやま創造計画アクションプラン（R5年度版）」

安心とやま

自然を大切に思う心が育まれ、自然に対する理解が深まるとともに、生物多様性の確保や、人と
自然との共生の取組みが進み、豊かで美しい自然環境が保全されていること。

■ナチュラリストやジュニアナチュラリストの養成や相互交流の促進

　・ナチュラリスト養成講座の開催（令和5年度）（数年に一度）
　　　県内の自然公園等で普及啓発活動を行う富山県自然解説員（ナチュラリスト）の養成

■利用者のニーズに対応し、理解が深まる自然解説活動に向けた仕組みづくり

　・ナチュラリストによる自然解説事業
　　　活動場所：立山室堂平、弥陀ヶ原、称名地区、自然博物園ねいの里、頼成の森　など

■自然保護思想や鳥獣保護管理手法の普及啓発

　・自然博物園ねいの里、野鳥の園、頼成の森など自然体験施設における環境教育活動や
　　情報提供機能の充実

  ・鳥獣保護対策
　　　鳥獣保護区の指定及び管理、野生鳥獣の愛護思想の普及啓発及び救護活動

■自然公園等における山岳環境の保全に配慮した歩道や訪日外国人に対応した標識等の整備

　・自然公園等における歩道、案内板等の整備
　　　－【拡】自然公園の整備【一部１１月補正】
　　　　　　弥陀ヶ原園地の周遊歩道等の改修や猿飛峡遊歩道の落石防護対策等を実施

　・立山自然環境保護活動普及推進事業
　　　県民協働による植生モニタリング調査・立山外来植物除去活動などを実施

（２）自然環境の保全
に配慮した適正な利
用の促進

■自然体験施設の利用促進

　・立山自然保護センター、自然博物園ねいの里など自然体験施設における観察会等の実施

　・【新】欅平バリアフリー化推進事業
　　　令和６年に予定している「黒部宇奈月キャニオンルート」の一般開放に向け、欅平においてバリ
　　　アフリー化工事を実施

　・立山山麓家族旅行村給電インフラ整備事業
　　　立山山麓家族旅行村の電力ケーブルを更新

■安全対策の推進

　・安全登山対策費
　　　－山岳遭難防止対策の実施や登山指導員の配置、山岳遭難防止デジタル技術活用調査研究
         支援事業の実施
　　　－室堂地区山岳スキー安全対策の実施
　　　－学校登山の安全対策として登山用ヘルメットの貸出し
　　　－ＩＣＴ活用型安全登山対策事業
　　　　　　オンライン登山届「コンパス」の運用、医療機器等の配備など山岳診療の充実

（３）自然環境保全活
動の推進

■自然公園等における美化活動の推進や環境配慮型トイレの整備

　・NPC（ナショナルパーククリーン）作戦の実施
　　　立山一帯の美化清掃を推進

　・【拡】みんなで取り組む漂着ごみ対策事業（再掲）
　　　G7教育相会合に向けた清掃活動の呼びかけ、とやま海ごみボランティア部の活動促進

■自然公園施設の受入環境の拡充や長寿命化対策の検討

　・【拡】自然公園の整備【一部11月補正】（再掲）
　　　弥陀ヶ原園地周遊歩道の改修、欅平園地（猿飛峡遊歩道等）における落石防護柵の整備、折
　　　立太郎山線歩道の改修等を実施

　・海岸清掃体験バスツアー（再掲）
　　　上流域から海岸まで川の流れに沿って海岸漂着物の実態を知り、海岸清掃を行うツアーの実施

　・【拡】みんなできれいにせんまいけ大作戦事業（再掲）
　　　市町村と連携した清掃美化活動を推進する運動、岐阜県と連携した海岸漂着物対策の実施

■自然公園の貴重な植生の保護・復元

　・立山地区植生保護事業
　　　立山黒部アルペンルート沿線等における植生の復元やブナ林の保全対策・調査等の実施

　・立山バス排出ガス規制推進事業
　　　バスの排出ガス低減のための車両の改造費補助・更新資金の融資

（１）自然保護思想の
普及啓発



1,712

10,956

650

1,500

500

102

1,157

3,169

300

2,000

2,040

211,399

2,444,000
の一部

2,885

30,445

10,511

58,400

9,907

302,228

1,209,000
の一部

■環日本海地域における海洋環境保全活動に対する支援、国際環境協力の推進

　・【拡】北東アジア地域自治体連合（ＮＥＡＲ）環境分科委員会推進事業（再掲）
　　　ＮＥＡＲ環境分科委員会を開催し、「2016とやま宣言」を踏まえた取組みの実施状況や今後の
　　　プロジェクトなどを協議

　・【拡】漂着物の発生抑制に関する学習・啓発事業（再掲）
　　　国際的な海岸漂着物の調査活動体験等を通じた発生抑制の促進、漂着物アート展を通じた
　　　普及啓発、北東アジア地域の自治体等の関係者が事例発表や情報交換を行う会議を開催

　・富山湾リモートセンシング事業（再掲）
　　　人工衛星を活用した遠隔観測技術による富山湾沿岸部の海草藻場分布の推定

　・北東アジア青少年環境活動リーダー育成事業（再掲）
　　　北東アジア地域の青少年による意見交換や環境保全活動を実施し、次世代のリーダーを育成

　・海洋教育推進事業（再掲）
　　　学校での「海洋教育」を支援する海洋教育Webアプリを用いた出前授業や海洋教育の普及
　　　啓発を実施

　・北東アジア地域環境ポスター展推進事業（再掲）
　　　北東アジア地域の子どもたちの環境ポスターを集め、中国山西省で展示会を開催

（４）生物多様性の確
保

■ライチョウの王国を維持する生息域内保全の推進

　・ライチョウ王国とやま発信事業
　　　第8次ライチョウサポート隊(100名、うちジュニア枠10名程度)を募集し、保護活動を実施

　・【新】インフルエンサー連携生物多様性普及推進事業
　　　県出身インフルエンサーと連携し、県民に生物多様性を普及啓発

■生態系を脅かす外来生物の適切な管理の推進

　・立山ライチョウ生態調査
　　　糞便調査、ヒナの生息状況等の生態調査の実施

■希少野生動植物の保護対策の推進

　・協働による希少野生動植物保護活動事業
　　　本県の希少野生動植物に関する保護活動の支援等

　・立山自然環境保護活動普及推進事業（再掲）
　　　県民協働による植生モニタリング調査・立山外来植物除去活動などを実施

■生物多様性の保全を図る森づくりの推進

　・里山再生整備事業（再掲）
　　　－県民協働による、里山林の整備を推進
　　　－クマ等の野生動物の移動経路となる河岸段丘等での里山林整備

■生物多様性の保全を図る多自然川づくり等の推進

　・河川総合交付金事業等（再掲）
　　　多自然川づくり等の推進

■生物多様性の保全を図る海の森づくりの推進

　・海の森づくり事業（再掲）
　　　海づくり大会の「御手渡し魚（ｻｸﾗﾏｽ、ｱﾜﾋﾞ）」の小学校、高校等での飼育体験や
　　　漁業者、県民グループ等が行う藻場保全活動等への支援

（５）野生鳥獣の適正
な保護と管理の強化

■ツキノワグマ等の野生鳥獣のモニタリング調査や保護管理計画の策定

　・野生鳥獣の管理対策
　　　－有害鳥獣の捕獲やクマの人身被害の防止対策、共生の推進
　　　－クマ対策推進事業補助金

　・鳥獣の生息生態等調査
　　　－クマ、ニホンザル、カモシカ、カワウ等の生息状況、生態等の調査
　　　－【新】ニホンザル総合対策推進事業

■イノシシ、ニホンジカの個体数を適正に管理する捕獲等の強化

　・指定管理鳥獣捕獲等事業
　　　イノシシ等の捕獲を専門とするﾁｰﾑの配置（10チーム）
　
■野生鳥獣の保護管理を担う人材や専門的な集団の育成・確保

　・野生鳥獣保護管理の担い手等育成確保対策事業
　　　野生動物被害防止対策会議の開催や研修の実施、有害鳥獣捕獲の担い手を
　　　育成・確保するための取組みに対する支援

■鳥獣被害を受けにくい地域づくりの推進

　・【拡】鳥獣被害防止総合対策事業補助金（再掲）
　　　野生鳥獣による農作物被害の防止のため、侵入防止柵の設置や捕獲などの被害防止に
　　　関する対策を進めるとともに、捕獲したイノシシ等の安全で良質なとやまジビエの利活用の
　　　取組みを支援

　・県単独河川維持修繕費（再掲）
　　　地域住民等による河川堤防の草刈、秋季の熊対策草刈



＜参考＞
活動指標

4,990人 16,000人 16,000人

17.5% 27% 27%

53 53 55

488人 865人 615人

1,402人 1,470人 1,738人

中部山岳国立公園内の環境配慮型トイレの整備
数

指標名
現況
R3年度

目標

指標の説明R3
(2021年度)

R8
(2026年度)

立山における外来植物除去活動への参
加者数

立山で実施される外来植物除去活動への参加者
数

狩猟免許所持者数 富山県内在住の狩猟免許所持者数

ナチュラリストによる自然解説利用者数
県内5箇所(室堂･弥陀ヶ原･称名地区･ねいの里･
頼成の森)でナチュラリストが行う自然解説の利用
者数

立山自然保護センターの入館率
室堂への入込者数に対する立山自然保護セン
ターの入館率

山岳地トイレ（環境配慮型）の整備数（累
計）


